
NPF プログラム報告書 

-1- 

 

コード No. 

提出日：令和４年４月２７日 

令和３年度 

「新潟から世界のコロナ困窮者へのサポートプロジェクト」報告書 

 

特定非営利活動法人にいがた NGO ネットワーク 

庭野平和財団コロナ緊急助成コーディネート担当 

三上 杏里 

 

 

１． プログラムの目的 

本事業は、新潟から、新型コロナウイルス（COVID-19 ）で困窮しているアジアの地域の人々

に支援をし、同時に新潟在住のアジアからの留学生の支援を行うことにより、世界とつながる

新潟の助け合いの輪を広げる活動を行うことを目的とした。ベトナム、地元新潟にて２つの活

動を実施し、新型コロナウイルスの影響を受けて制限されがちな NGO活動及び新潟の多文化共

生活動の継続、発展を目指した。 

新潟は地方都市でありながら、世界に対して門戸を開いており、市民の国際協力に関する関

心が高く、なおかつ県内で直接海外支援事業に取り組む NGOも多い。その NGOらの支援先国や

地元新潟在住の外国人がコロナウイルスの影響を受けて困窮状態に陥っている。この問題を解

決するには、国境を超えて、新潟という地域を基盤とした国際協力活動・多文化共生活動に取

り組むことが重要と感じたため、今回の緊急助成を申し込んだ。 

また、今回の緊急助成申込に当たり、新潟において協力し合う、助け合うということを発信

したいと思うに至った。世界中の人が困難な状況にあるため、人を思いやる余裕が無くなって

いる今だからこそ、新潟という地域を基盤として新潟という地域から世界を意識し、助け合い

の精神とアクションを実現すべく、当団体にいがた NGOネットワークはネットワーク系 NGOと

いう特色を活かし、海外への直接支援 NGO・2団体と多文化共生活動をしている団体との協働プ

ロジェクトを立ち上げ、実施した。対象は、ベトナムとスリランカ。ベトナムはベトナム国内

の孤児院、スリランカは新潟在住の留学生とし、2方面からの支援を実施した。 

 

 

２． 主な活動内容・スケジュール 

11月【ベトナム】現地と支援に関する契約書の締結、支援金の送金と支援開始。食料

品および日用品の支給実施。 

【新潟・スリランカ】奨学金支給対象者の選定方法の調整、全体スケジュール確認 

 

12月【ベトナム】支給実施、現地から前月支給に関する報告受、翌月の予定確認。食料品およ

び日用品の支給実施。 
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【新潟・スリランカ】奨学金希望学生の募集開始 

 

1 月【ベトナム】支給実施、現地から前月支給に関する報告受、変更点の有無の確認、翌月の

予定確認。食料品および日用品の支給実施。 

【新潟・スリランカ】1月15日、16日留学生の面談実施、奨学生確定、助成実施。 

奨学生に今後も助け合いの輪を継続していくために、事務所にて新 

潟の人々との交流およびボランティア作業に従事してもらう。 

 

2 月【ベトナム】支給実施、現地から前月支給に関する報告受、翌月の予定確定。食料品およ

び日用品の支給実施。 

【新潟・スリランカ】奨学金支給。奨学生に今後も助け合いの輪を継続していくために、

事務所にて新潟の人々との交流およびボランティア作業に従事しても

らう。 

 

3月【ベトナム】支給実施、現地から前月支給に関する報告受、実施実績のまとめ  

【新潟・スリランカ】奨学金支給。奨学生に今後も助け合いの輪を継続していくために、

事務所にて新潟の人々との交流およびボランティア作業に従事して

もらう。実施実績のまとめ 

 

 

３． 助成を受けた活動の報告（様子がわかる写真等があれば貼付してください） 

【ベトナム】 

 承認いただいた助成金を利用して、ベトナム中部ラム

ドン省にある孤児院「マダグイこどもセンター」にて、

食料支援と日用品購入支援を実施できた。特に、新型コ

ロナウイルス（COVID-19 ）の影響を受けて、日々の食

費や日用品を入手でき辛くなっているこのセンターは、

本助成を心から喜んでくれた。食事は、野菜、穀物類、乳

製品、肉、魚、などの栄養バランスを意識して支給。日用

品の場合は、洗剤・おむつ・粉ミルクなど日々の生活に

欠かせないものを中心に買いそろえることができた。 

 不足しがちなこどもたちの食事体制を整えることによ

って、こどもたちの成長に不可欠である栄養状況の改善

を実施することができた。また、生理用品やおむつなど

も購入することができ、生活全

般に対してこどもたちに安心し

てもらうことができた。 

 

栄養のある食事に喜ぶこどもたち 

支援にて購入できた食材等 
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【新潟・スリランカ】 

 本助成金を利用して、新潟在住のスリラン

カ人留学生 9 名に助成金を支給することが

できた。奨学金支給にあたり、選定のために

面接（インタビュー）を実施したところ、ど

の留学生も困窮状態であることが再確認で

きた。「アルバイトが減らされ、収入が減っ

てしまった。」「新潟での生活や学問に対して

強く不安を感じている。」などが多く、奨学

金の必要性を感じた。 

 また、助成金選定の面接の際には、資金面 

だけではなく多方面からのアドバイスも必要と 

なると予測し、アドバイザーとして行政による 

政策の専門家である新潟行政評価事務所の方にも参加してもらった。利用できる制度の紹介や

相談できる機関の連絡先なども伝えることにより、様々な方面からのサポー 

トを実施することができた。 

 

４． 活動の成果（成果物などがありましたらご紹介ください） 

 本事業による成果は多くあるが、その中でも「新潟の人々に国境を越えて新型コロナウイル

ス（COVID-19 ）で困難を抱えている人と助け合う」「支援する側・される側と 2 極化するだ

けでなく、サポートを必要とする人も人助けができる」という環境を作り上げることができた

ことが大きな成果だったと思う。 

 本事業をメーリングリストや団体の会報誌などで広報したところ、新潟の地方新聞社から取

材を受け、大きく特集を組んでもらうことになった。カラー写真入りで多くの人に活動が伝え

られることになり、ベトナム事業を担当している新潟国際ボランティアセンター（NVC）に問

い合わせが多く入った。大口寄付者となってくれる人とつながることもできた。新型コロナウ

イルス（COVID-19 ）で困難な状況である人たちを、国境を越えて助け合うことが大切、とい

うメッセージを地元新潟に広く伝えることができたと思っている。また、別の記事でスリラン

カ人留学生支援をするアピ会の活動も紙面で掲載され、再度多くの新潟の方々に本活動の情報

届けることができた。 

 また、新潟におけるスリランカ人留学生奨学金支援においては、彼らに奨学金を提供するだ

けでなく、事務所に奨学金を受け取りに来

るのを兼ねて、ボランティアとして実施団

体「新潟アピの会」の活動を手伝ってもら

うことを提案した。結果、留学生たちは快

く引き受けてくれ（強制ではない）、事務所

にてボランティア作業に従事してくれた。

アピの会の他のメンバーと交流しながら

（もちろん仕切りパネルなどを購入し、新

型コロナウイルス対策を徹底しながら）ボ

ランティアをすることによって、新潟の人

たちと心を通わせることにつながり、地域

の人とのふれあいと新潟における多文化共

生の一助となったと思う。 

奨学金は手渡しで実施。顔の見える

関係を築くことができた 

事務所でボランティアの様子 



NPF プログラム報告書 

-4- 

 

 ※スリランカ人留学生からのサイン入りのお礼状を別途送付します。 

５．今後の課題 

 本事業によって、多くの成果を出すことが

できたが、いくつかの課題も明確にすること

ができた。 

 ベトナムにおいては、緊急支援として食料

および日用品支援をすることができたが、

2022 年度はどのようにして子ども達の成長

をサポートしていくべきか、事業実施団体で

ある新潟国際ボランティアセンターは対策

を迫られている。本事業の新聞記事を見て、

支援を申し出てくれる人に出会えたという

経験を元に、今後も積極的に広報をしていく

ことが重要と確信できたので、活かしていき

たいと思っている。 

 新潟在住のスリランカ人留学生支援にお

いては、彼らの本音を聞くことができたのは

非常に良かったが、そのおかげで彼らのおか

れている状況が予想以上に困難であると認

識できた。アルバイトを減らされ、日々の生

活にも困る留学生は本当に多く、急遽帰国し

てしまう留学生も多くいた。そのため、当初

予定していた支援人数の変更を余儀なくさ

れるなど実施体制も見直す必要に駆られた。 

留学生たちは本当に困窮しており、奨学金受け取りのために事務所に来ることすら交通費を支

給することによって実施できた、などギリギリの生活環境である。今後、新型コロナウイルス

（COVID-19 ）による経済状況が改善して、アルバイトが増えるなどがない限り、彼らの状況

は改善されないと思うと新潟という地域が一丸となって何かしらの取り組みが必要なのではな

いか、と思っている。 

 地方都市新潟は、首都圏などの都会と異なり、資金の面や人の流れなどが充分でないなど課

題は多い。しかし、今回、本助成を承認いただき、事業を実施

できたことによって、世界の人々と新潟がつながり、共に助け

合うことができた。ベトナムの子どもたちからは、「ベトナム

国内で多くの人が見過ごしてしまう地域にある孤児院にも関

わらず、日本の人達がサポートしてくれたのがとても嬉しい」

とのコメントが寄せられた。また、スリランカ人留学生もサポ

ートしたいと思っている新潟の人は多くいると感じてくれた。

新型コロナウイルス（COVID-19 ）による弊害は多いが、こ

れからも決して人々が孤立することなく、気にかけあう、助け

合う体制を整えていきたい。 

 

 ※二つの新聞記事は、別途添付します。 

 

以上 

アピ会でボランティアの様子 

新潟日報の新聞記事。 

新潟日報の新聞記事その２。 






